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1　社会の発展を支える労働倫理

1.1　圧倒的多数の中国人とアメリカの不景気
2年ほど前（2010年）にアメリカの大学の医

学部で職を得て勤務する機会があった。このと
き，印象に残ったのは，大学研究機関での圧倒的
多数の中国人研究者の数とその活躍ぶりであっ
た。自分以外の日本人に会うことは全くなく，優
秀な中国人研究者と議論を戦わせる毎日であっ
た。これらの経験は，現在も続く中国の経済発展
の勢いを象徴しており，いずれアカデミックな世
界でも中国が日本を凌ぐのも時間の問題と感じた
ものだ。

対照的に，アメリカの景気悪化と失業者の増加
は非常に顕著であり，毎日のようにABCやCNBC
などのTVニュースや，New York Times，Wall 
Street Journalなどの新聞で，景気悪化と失業
者数の増加のニュースが取り上げられた。失業者
増加に伴う自営業者の増加と「アメリカ製品を買
おう」というキャンペーンが取り上げられていた
のが印象的だった。アメリカ経済の勢いに陰りが
見え，中国，韓国などアジアの国々が勢いづいて

見えるのは日本国内だけの話ではない。中国人，
韓国人をはじめとするアジア系の人たちの労働意
欲は旺盛で，見習うべきところは非常に多い。

1.2　労働倫理と社会システムの発展
英国出身の歴史学者で，ハーバード大学教授の

ニーアール・ファガーソンは，2011年11月の
NEWSWEEKの記事の中で，「瀕死のアメリカは
復 活 で き る の か（AMERICA’S‘OH SH＊T’
MOMENT）」という記事を執筆した。現在のア
メリカのおかれた状況について歴史的見地から分
析をし，アメリカ復活の対応策について言及して
いる1）。この記事は，彼の著書である『西洋とそ
の他の世界（Civilization：The West and the 
Civilization）』からの抜粋であるが，歴史の教訓
から得られたアメリカ復活の処方箋，その中での
労働倫理の重要性が述べられている2）。すなわ
ち，西洋世界での経済発展を支えてきたアプリ
ケーション（イノベーション）のひとつに労働倫
理があり，それらの実行がアメリカ復活の鍵と
なっているという。また，それらの要素を取り入
れたそのほかの国々，特に現在のアジア各国の発
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展の基盤になっているという。
この記事（と引用元となった書籍）のまとめと

して，現在，経済的に行き詰まったアメリカ復活
の処方箋としてこれらの原点に立ち戻った社会シ
ステムの『再起動』を行う必要性が述べられてい
る。これらの考察は，1990年代以来の20年近
くに亘る長期の経済不振と2011年の未曾有の
自然災害（地震と放射線被害）に苦しむ日本の再
生に対しても重要なヒントになると思われる。そ
こで，これらの考察をまとめ，経済復活と労働倫
理の重要性に焦点を当てて述べてみたい。

2　西洋を支えた6つのイノベーション

2.1　6つのキラーアプリ
西洋は16世紀ごろから，世界の他の地域に差

をつけることができた。その決め手になったの
は，一連の社会制度のイノベーション（革新）で
あり，ファガーソンはこれをキラーアプリケー
ション（以後，キラーアプリと略す）と呼んでい
る。キラーアプリは，本来的にはOS（基本ソフ
ト）の普及を大きく後押ししたソフトウェアを指
す。彼は，社会システムをあたかもコンピュータ
のようにたとえている。彼のいう西洋社会システ
ムのキラーアプリとは具体的には以下の6つであ
る。（図1）

（1）「競争」Competition
ヨーロッパは，多くの国に分かれ各国で営利組

織が競い合った。これが現在の企業の原型となっ
ている。現在の経済発展を支えてきたのは，18
世紀の英国のアダムスミスに始まる資本主義であ
り，それが産業革命の理論的基盤であったといえ
る。自由な競争と市場経済という社会構造が改革
と進歩を促し，他の世界に差をつける原動力に
なった。

（2）「科学革命」The Scientific Revolution
ガリレオの天体観測や，ニュートンの万有引力

の法則など，17世紀の数学・天文学・物理学・
化学・生物学における画期的な発見や成果はすべ
て西洋社会から生まれた。それ以降の科学技術の
発展は西洋の人間生活を豊かにし，新しい産業を
起こす原動力になった。

（3）「法の支配と代議政治」The Rule of Law 
and Representative Government

民主主義に代表される最適な社会と政治秩序の
システムが英語圏のイギリスやアメリカで誕生し
た。その基盤は，私有財産権と，投票権を持つ資
産家が議会の代表を選ぶ代議政治である。法治主
義による民主主義は自由な競争と経済活動を保証
するものであり，民主主義の根付かない社会に社
会秩序と経済発展は期待しがたい。

（4）「近代医学」Modern Medicine
19～20世紀の医療分野における画期的な発

見や成果は，ほぼすべて西洋と北米で生まれた。
たとえば，パスツールの細菌病原説やフレミング
による抗生物質の発見，麻酔などがある。医療制
度の発展により西洋人の身長が伸び，より健康に
なり，寿命も長くなった。

（5）「消費社会」The Consumer Society
産業革命は生産性を高めるという技術の供給と

より多くの良質で安価な製品に対する旺盛な需要
の両方がそろっていた。需要供給関係に支えられ
た消費社会が，西洋の発展を支えその他の世界に
差をつけることになった。1920年代のアメリ
カでは，第一次世界大戦に勝利し，空前の好景気
と経済繁栄に沸いた。これが西洋に豊かな社会を
生み出した。

（6）「労働倫理」The Work Ethic
世界で最も早く，多くの人々が労働集約型の職

場で働き，貯蓄に励んだのも西洋であったとい
う。これにより，長期的な資本の蓄積が可能に
なった。イギリスやアメリカの労働倫理は，プロ
テスタントの考え方，特にカルビン派プロテスタ
ントに支えられている点が強調されている。日本
やアジア諸国の高い労働倫理は宗教との関係は明
確ではないものの（儒教など東洋の独自思想との

図1　近代の西洋のシステムを支えた６つの
キラーアプリケーションソフトウェア
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結びつきは考えられるが），労働倫理が，西洋社会
の繁栄を支えた原動力であることは間違いない。

西洋社会の16世紀ごろからの発展を支えたこ
れら6つのキラーアプリは，その数百年間，ヨー
ロッパ人および北米やオーストラリアなどに入植
したヨーロッパ人の子孫がほぼ独占していた。そ
の間に西洋の生活水準は他の世界に圧倒的な差を
つけたと考察している。

2.2　西洋社会を支えた労働倫理
ファガーソンによると，西洋での資本主義の発

達を支え西洋社会の繁栄をもたらしたのは，職務
励行の精神を基盤とする労働倫理である。これ
は，ドイツの社会学者マックス・ヴェーバーの著
書『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精
神』の分析に基づいている。西洋の労働倫理の基
盤は，職業は神から与えられた天職であり，職業
上の業績や収益が職業上の「救いの証」であると
考えるカルビン派プロテスタントの教義が基盤と
なっている。カルビン派の傾向の強いオランダ，
イギリス，アメリカにおいて，資本主義が発達す
ることとなったというのが，マックス・ヴェー
バーの主張である。

2.3　6つのキラーアプリを支える技術者と技術
者倫理

技術者は，6つのキラーアプリのうちの「科学
革命」の主要な担い手である。技術者倫理の基本
は，科学技術の健全な発展に寄与すること，公衆
の安全，健康及び福利を最優先することと考えら
れる。科学技術の成果を人類に還元し，それによ
り人類の幸福に寄与することが技術者の使命であ
る。そして，技術者は6つのキラーアプリの内の
2つ，すなわち「科学革命」の発展と職務励行を
基本とする「労働倫理」（職種によっては「近代
医学」を含む）において，重要な寄与ができる。
この2つのアプリを健全に実行させるために，他
のアプリ，「競争」，「法の支配と代議政治」など
の社会基盤があり，繁栄の一体型である「消費社
会」がもたらされる。このことから，技術者はこ
れら6つのアプリを実行する最も重要なプレー

ヤーであると考えられる。

3　6つのイノベーションの伝播

3.1　アジア諸国の躍進の原動力
一方で，ファガーソンは，1950年代以降，

日本をはじめとする他の非西洋社会の人々が，先
に述べた6つのキラーアプリを自分たちの社会シ
ステムにダウンロードし，「非西洋型のOS」に
インストールすることができることを発見したと
述べている。近年の，他の国々の追い上げ，特に
中国の改革開放が始まった1978年以降の急激
な「キャッチアップ」の理由の半分はこれで説明
ができるという。

ファガーソンは，これら非西洋社会が豊かにな
るということに危機感を感じているということで
はなく，数億のアジア人，それに南米人，アフリ
カ人などが貧困から脱出し，豊かになるのは，む
しろ喜ばしいことであると述べている。問題は，
自分たち西洋諸国がこの6つのキラーアプリを削
除しようとしつつあることに危機感を持っている。

たとえば，「労働倫理」というキラーアプリで
は，平均的な韓国人の週労働時間はアメリカ人よ
り39%多い。良質な労働力の基盤と考えられる
教育について考察すると，韓国の学校の年間平均
授業日数は，アメリカより30日ほど多いという。
「消費社会」というキラーアプリでは，世界の

巨大ショッピングモール30のうち26は新興
国，特にアジアに集中していると述べている。

（表1）

「近代医療」というキラーアプリにおいては，
近年のアメリカとアジア諸国の平均寿命の延びを
比較している。アメリカ人の平均寿命は，過去
50年で70歳から78歳に伸びたのに対し，日
本は68歳から83歳に，中国は43歳から73
歳に延びていることを挙げている。

表1　OECDの報告による各国の年平均労働時間（2010年）

韓国 2 193 イタリア 1 778
ギリシャ 2 109 ニュージーランド 1 758
チェコ 2 068 日本 1 733
ポーランド 1 939 ポルトガル 1 714
ハンガリー 1 961 カナダ 1 702
メキシコ 1 866 アイルランド 1 664
スロバキア 1 786 スペイン 1 663
アメリカ 1 778 イギリス 1 647
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「科学技術」というキラーアプリでは，10代
のOECDの国際学習到達度調査における「数学
的リテラシー」の分野でアジア諸国の生徒が圧倒
的に上位を占めていることを挙げている。アジア
各国はノーベル賞の数こそ少ないものの，アメリ
カの大学での留学生数，教員数でかなりの比率を
占めており，今後この地域の出身者のノーベル賞
受賞者が増えてくることは確実であると思われ
る。（表2）

6つのキラーアプリの有効性は，アメリカや
ヨーロッパに限定されたことではなく，人類全体
にとって普遍的な真理であると思われる。だから
こそ，6つのキラーアプリのインストールに成功
した今のアジアをはじめとする西洋以外の国々の
発展があるのだろう。

3.2　アメリカの迅速な「再起動」の必要性
ファガーソンは，社会システムの発展は長い時

間かけて進んでいくのに対し，崩壊の危機は急激
に起こると指摘している。社会システムは衰退す
るのではなく，一気に崩壊（クラッシュ）する。

たとえば，ソ連の崩壊の例が挙げられている。
最近の例では，エジプトのムバラク大統領やリビ
アのカダフィ大佐など，2011年から2012年
にかけてのアラブの春の例が挙げられている。

アメリカが衰退ではなく，崩壊に向かっている
と考えると，今アメリカに必要なのは，社会シス
テムの『再起動』であり，システムに入り込んだ

「ウィルス」を除去することだと述べている。
「ウィルス」としては，①金融から，公教育まで
多くの分野で競争を阻害している事実上の独占，
②利益団体のために法を曲げるロビイスト，③機
能不全の医療制度，などが挙げられる。その上
で，他の国々でうまく機能しているアップデート
ファイルをダウンロードし，最後にアメリカのシ
ステム全体を再起動することだと述べている。

4　日本システムの再起動の必要性

最後に，日本の社会システムの再起動の必要性
について考察したい。2011年3月の地震によっ
て，国内の危機管理システムが全く機能していな
いことを露呈してしまった。20年近く続く政治
と経済の停滞と麻痺はいまだに進行しており，ア
メリカ以上に深刻な状態である。このまま放置し
ておくと，高齢化社会と相まって，国全体が老衰
死してしまうのではないかというくらい深刻な状
況である。日本の方がアメリカよりもさらにク
ラッシュに近いかもしれない，と思うことも少な
くない。

ファガーソンは，アメリカ人は今でも「6つのキ
ラーアプリの力を信じている」と述べているが，
その点は彼らに同意する。科学技術の発展と高度
先進医療が人類に繁栄と幸福をもたらし，自由な
競争社会と消費社会，それを保証する民主主義，
旺盛な労働意欲を失わなければ，再び社会が回復
できると信じる。日本もクラッシュが起こる前
に，迅速な社会システムの再起動が必要であろう。
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表2　OECDの国際学習到達度調査における
「数学的リテラシー」（2003年）

中学２年次 小学４年次
国際平均 466 国際平均 495
シンガポール 605 シンガポール 594
韓国 589 香港 575
香港 586 日本 565
台湾 585 台湾 564
日本 570 ベルギー 551
ベルギー 537 オランダ 540
オランダ 536 ラトビア 536
エストニア 531 リトアニア 534
ハンガリー 529 ロシア 532 
マレーシア 508 英国 531
ラトビア 508 ハンガリー 529
ロシア 508 アメリカ 518
スロバキア 508 キプロス 510
オーストラリア 505 モルドバ 504
アメリカ 504 イタリア 503




